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號 五 十 四 百 三 第 誌 雜 學 物 動 ．（221 ）

『

ス

タ

ン

フ

ォ

ド
』

大

學
遊
學
中
の

大
島

學
士

氏
よ

動

邁
々

本
誌
に

寄
せ

ら

拠

陀

る

記

事
を

抄

譯

す
、

茲
に

同
君
の

好

意

を

謝

す
。

　

カ

リ

フ

ォ

ー
ニ

ヤ

瀕
の

檢
疫
法
に

擦
“

ば
「

モ

ン

グ

ー
ス

」

を

害

動
物
と

し
、

之

を
輪

入

す
る

も
の

は

犯
罪
者
と

看
做
す

と
は

實
に

常
を

催
だ
る

所
に

し

て
、

こ

れ
亠

八

九
入
年
の

農
務
省
の

年
報
に
¶

よ
る

・
明
・
b
。

郎

・ −

韓
鏖
田

逋
の

「

モ

ン

グ

よ
・

（

ξ
∴

〜

曳
・。

呂〜
§
蕩
o
丶

蛍
矯
喰

螽。

琶

は
鼠

、

ト

カ

ゲ
、

蛇
の

撲
滅

者
た

る

は

　一

著
名
な

る

事
に

し
て

、

ジ

ヤ

メ

イ

カ

及
び

其

他
の

熟
帶
諸
島
に

て

は

甘
薦
畑
の

鼠
を
驅

除
せ

ん
が

た

め

輸
入
せ

ら
れ

た

り
。

斗
到

到

イ

ガ

島
に

て

は

從
來
鼠

害
と

鼠

退

治
に

淌
費
せ

し

金
額

毎

年

＋
萬

圓

篷
し

、

種
。

の

盆
も
何

等
功

塞
芋
、

天
七
二

年
二

…

月
に

彡
、

出
臣

頃

身
り

遷

圍

馨

旨
弓

が

四

牡
五

牝
の

「

モ

ン

グ

ー
ス

」

を

　い

印

度
よ

り

輸
入

せ

し
に

そ
の

繁
殖

迅

逑

に

し
て

忽
ち

全
島

に

瀰
蔓

 

し
、

最

高
の

山

薯
三

邑
見

出

さ

ξ
に

至

れ

−
・

而

し
て

鯉

方

鼠
の

減
少

は

亦

驚
−
べ

き

程
に

し
て

＋
年
の

後
（

天
八
二

年

二

に

至

う

製
業

漕
は

年
に

四

十
五

萬
圓
の

利

を
收
む
る

に

至
れ

り
．

　
一

然

亀
モ

ン

で
ご
は

獪

・

難
姦
け

饕
性

を

忌

響
…

く

霧
し
・

」

難
、

豚
、

荐
、

犬
の

仔
、

鳥
卵

、

蛙
．

衡
卵

、

墜

蟹
を

享
．
。

に

至

b
．

〜
・

・

「

バ

イ
ン

ア
．

プ

ル

」

甘
薯

、

玉

一

蜀
黍
等
を

も
食
し

、

輸
入

後
二

十
年
に

し

て

最
初
の

盆
獸

も

却
て

　｛

有
害

獸

と

看

倣
さ

る
丶

に

至
り
、

短
尾

9
§
戔

屍
搴
三
（

す

く
。・

ρ

＝
蟄

嵩

＾
ぎ
ノ矧
ρ

ぎ
ぴ

乱

曇
。

二「
薹
6
一

g
鷲
穿
亀

（

穿
蠶
ミ
奩

゜
ヘ

ミ
 

ひ

漂
鳴

自
）

の

如
き

殆
ん
ど

絶

滅
に

瀕
す

る

賦
態
に

啗
れ
り

。

同

島
の

無

害
な
る

蛇

五

種
）

ト

ヵ

ゲ

三
＋

種
）

も

著
し
く

そ
の

數
を
滅

少

し

　

　

（

雜

鋲
）

o
恐

ろ

ベ

ミ
ソ

グ

三

　
〇

人

輩
爲
生

殖
の

蝌
蚪
の

性

海
陸

票
龜
も

同
樣
の

蓮
命

を
見
る

に

至
り

た
う
。

昆
蟲

、

グ
’

尋

を

食

す
る

鳥
、

蛇
、

ト

カ

グ

の

減
少
に

連
れ
て

害
蟲
の

跋
扈
甚
し

く
一

八

九

〇

等
に

「

モ

ン

グ

ー
ス

」

撲
滅
策
を

講
ず
る

委
員
撰
定

せ

ら

る

、

に

至

れ

う
。

要
す
る

に

「

モ

ン

グ

ー
ス

」

の

害

は

廿
蔗

及
び
コ

ー
ヒ

ー

園
に

與
ふ

る

利

得
に

勝
る

こ

と

數

等
な

る

は

明

な

り
。

冖、
ニ

ン
目
○

「

託
p

ぐ

調

三
ぽ
件
一

口

（
 

叶

7
 

碧
算
oOcN

口

蓐…
宏

ざ
う

oh

団
門

o
胃

1

→一
。

己
コ

丐
う

（
 

9
ま
ξ
三
鋒

：
「

ニ

ヴ、

ち
一

；。

一｝
』
罵

）

　
（

谷

津

直

秀
）

　
　

　

●
人
工

單
爲
生

殖
の

蝌
蚪
分

性

咋

舞
行
の

本

誌

垂

籔
聡

譴
讙
）

皆

訓
が

得

突

工

鞏
爲
生

殖
の

蛸
蚪

は

雄
で

あ
つ

だ

と
記
し
て

あ

る

が
、

其

後
刎

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

で

Ω・
昌
国

黥
鱒

と
云

ふ

人
の

見
允

の

も
矢
張
雄
で

あ
つ

た

と

云

ふ
。

此
人

が

手
術
に

就
て

云
つ

て

居

る

事
の

申
に

期

樣
73

ひ

事
が
あ

る
。

卵
を

取

出
す

雌
は

豫
め

體

を
ア

川

コ

ホ

ー
ル

で

良
く

洗
ぴ

、

又

手

術
の

際

に

は

卵
が

體
に

觸
ら
ぬ

樣
に

注
意
す
る

其

卵
は

有

に

血
液

と

淋
巴
の

混
合
物
に

入

れ

稍
子
の

針
で

刺
す
の

で

ゐ

る
。

此

針
は

硝
子

棒
を

引
伸
し
て

造
つ

だ

物
よ
り
、

硲
子
管

を

伸
し
た

方
が

成

績
が

よ
か

つ

た
。

そ
れ

は

針
が

中

室
で

あ
る

と

血
や

淋
巴
を
比

較
的

多
く

卵
の

中
に

入
れ

る

か

ら
で

あ
ら
う
と

云

ふ
。

此
人
は

五

千

個
試
み

把

中
で

五

十
個
帥
經

管
の

閉
ぢ
る

迄
發

達
し

、

其
中

十
五
は

外
鰓
の

蔽
は

れ

る

迄
に

な
つ

た

が
、

愈
々

性

の

分
る

樣
に
な

つ

陀

者
な

唯
一

疋
だ

け

で

あ

つ

陀
。

　
（

駒
弁

　
卓
）

　
　

　

●
津

雲
人
種

及
ア

イ

ヌ

の

眉

三

三

N 工工
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